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2021 年度 東大地理 第３問〔問題編〕 

 
 女性の労働にまつわる出題です。教科書で学んだ内容を答案に反映させる、というより、実生活から類推

して答案を作成する傾向の強い問題です。統計データの裏にひそむ現代社会の有様を思い描き、答案を作成

して欲しいと思います。 

 

 
【2021 年度 東京大学 文科前期 第３問】 

 
  世界と日本における女性の労働に関する以下の設問Ａ～Ｂに答えなさい。解答は，解答用紙の(ハ)欄

を用い，設問・小問ごとに改行し，設問記号・小問番号をつけて記入しなさい。 

 
設問Ａ 

   表 3－1 は，2002 年と 2017 年時点の女性(25 歳から 34 歳)の労働力率，管理職に占める女性の割合

を国別に示したものである。 

 
 (1) 表のＡ，Ｂ，Ｃは，スウェーデン，日本，トルコのいずれかである。それぞれの国名をＡ－○のよ

うに答えなさい。 

 
 (2) イスラエルは，周辺に位置する国と比較し，女性の労働力率が高くなっている。こうした違いが生

じる要因について，2 行以内で述べなさい。  

 
 (3) フィリピンでは，管理職に占める女性の割合が高い一方で，女性の労働力率はあまり高くない。こ

うした状況にある理由として考えられることを，3 行以内で述べなさい。 
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 設問Ｂ 

   表 3－2 は，日本の地方別に，2010 年～2015 年における女性の職業別就業者数の増減をみたものであ

る。図 3－1 は，同じく地方別に，1960 年～2015 年の合計特殊出生率の変化を示したものである。これ

について以下の問いに答えなさい。 

 
(1)  表 3－2 のア，イ，ウの職業名は，農林漁業，生産工程，サービス職業のいずれかである。それぞ

れの職業名を，ア－○のように答えなさい。 

 
  (2) 2010 年～2015 年にかけて，( ウ )と同様に，販売従事者は，いずれの地方でも減少している。

( ウ )と比較しながら，販売従事者が減少してきている理由として考えられることを，2 行以内で述

べなさい。  

 
 (3) 表 3－2 の左列では，管理的職業従事者，専門的・技術的職業従事者，事務従事者の合計を示して

いるが，いずれの地方でも増加している。この値が，首都圏で増加している理由として考えられるこ

とを，以下の語句をすべて用いて 2 行以内で述べなさい。語句は繰り返し用いてもよいが，使用した

箇所には下線を引くこと。 

 
   オフィス  若年層 

 
 (4) 図 3－1 をみると，首都圏では，1960 年代後半から 1970 年にかけて合計特殊出生率が全国的にも

高かったのに対し，1970 年代以降，他の地方と比べて大幅に低下し，現在でも低い水準にとどまって

いる。こうした変化の理由として考えられることを，3 行以内で述べなさい。 
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